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特記仕様書Ⅰ

※図示　　　・ 

外部（4）内部（20）

・保全に関する資料は（財）建築保全センター「標準保全マニュアル」により作成すること。

完成写真13

工事写真は、工事進捗状況を示す逐次撮影し工事報告書に添付して監理者に提出する。工事写真16

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

15 設計ＧＬ

14 設備工事との取合い

 原板の大きさ（mm）提出部数撮影箇所数分類・規格

※2　・ 
※2　・ 

※5　・ 
・

外観正面　 （※1 ・ 　 ）

・カラー半切木製パネル 外部（　　）内部（　　）
※500万画素以上

　電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出する。
　撮影業者は、建築完成写真撮影の実績がある者で、監督職員が承諾する者とする。
・電子データ

・カラー四切木製パネル 外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

※キャビネ版・カラー ※100×125以上
・

次のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 
監理者への提出部数は以下の通りとし、施主については現場説明書による

※2　・ 3

※2　・ 1

監理者への提出部数は以下の通りとし、施主については現場説明書による

※保全に関する資料　　提出部数　※2部　　・ 1部
※施工図　　　　　　　提出部数　※1部　　・ 部

※完成図（A1版、A3版）提出部数　※各2部　・各3部（他 A1版原図、CADデータDWG（CDR)）

・構内指定場所に堆積　　　　　　・構内指定場所に敷均し　　　　　・指定場所に搬出

※施工計画書　　　　　提出部数　※1部　　・2部

   ※風速　V ＝（　32　）m/s　　（平12建告第1454号第2）

 杭径（mm）

（1.1.4）

（1.2.2）

（1.3.5）

（1.3.3）

（1.3.8）

（1.4.1）

（1.4.2）

（3.2.5）

（3.2.3）（表3.2.1）

（2.3.1）

（1.7.1～3）（表1.7.1）

（1.5.9）

（1.5.2） （4.3.2）

（4.3.2）
（4.3.6）

（4.3.7）
（4.3.3～5）

（4.5.3）（表4.5.1）

（4.5.3）

（4.5.4､5）

（4.5.3）

（4.5.4､5）

（4.6.2）

（4.6.5）

（5.2.1）（表5.2.1）

（5.2.2）

（5.3.4）（5.4.1）（5.5.1）

（5.3.4）

（5.3.4）

（5.3.5）（表5.3.6）

（別-1.1）

（別-2.1）

（別-2.2）

（別-4.2）（別-表4.3､4）

（別-7.1）（別-表7.1～3）

（別-7.3）

（5.4.9）

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）施工箇所

規　格鉄線の径又は呼び名（mm）

継手方法部　位

呼び名（mm）種類の記号

備考セット数継手数杭長（m）及び種別

適用工事種別 技能検定作業

該当する材料ホルムアルデヒド放散量

Ｇ

・

Ｇ

Ｇ

2

Ｇ

鉄筋の種類

※D19以上　・ 
※D16以下　・ 

・
・

・SD295A
・SD345

JIS G 3551による
※6.0

（mm）網目の形状、寸法等（縦×横）
※100×100

網目の形状、寸法等　

継手方法等　

※重ね継手　　・ その他の鉄筋（　　　　　）

　・ 

　・ 

　※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）
鉄筋の定着長さ　

　※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）
鉄筋の重ね継手の長さ　

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。
鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。

※10　　・ 
・
・柱、梁、壁及び庇等の外気に接する打放し面

組立の形の種別　　※H形（(ロ)は除く）　　　・ 

配筋種別　　※図示

抜取試験　　※超音波探傷試験　　　・引張試験

・A種（　　）箇所　　・B種（　　）箇所　　・C種（　　）箇所

補強形式　　※H形　　・MH形　　・M形

耐震壁　　※図示
一般壁　　・A形　　※B形　　・図示

※図示

補強種別　　・A形　　　・B形　　　※図示

2 溶接金網

11 圧接完了後の試験

10 機械吊上げ用フック

9 梁貫通孔の補強

8 壁開口部の補強

7 帯筋

6 最上階柱頭補強

5
の杭頭補強
既製コンクリート杭

4 鉄筋のかぶり厚さ

3 鉄筋の継手及び定着

1 鉄筋

呼び名（mm）

4

3

2

　（　　　）種、かつ、（　　　）N/mm 以上
掘削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水掘削）

コンクリートの種別及び設計基準強度

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　・行わない）
　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

鉄筋の種類　　　　5章鉄筋工事1鉄筋による
セメントの種類　　高炉セメントB種

　　　　　　・リバース工法

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

材料　　※再生クラッシャラン　　　・切込砂利及び切込砕石

　　　　　　・ 

床下防湿層

砂利地業

コンクリート杭地業
場所打ち

地業
既製コンクリート杭

　　  を採用できる工法
　　・平13国交告第1113号第6による支持力算定式でα=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　杭周固定液　　・使用する    ・使用しない
　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中掘り拡大根固め工法

　　　　・ 

先端部形状　　※開放形　　　　・閉そく平たん形　　　・ 

杭頭の処理　　※切断しない　　　・ 

寸法及び継手

              使用してもよい。

孔壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

試験杭

種類　　※遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（PHC杭）

　・特定埋込杭工法
施工法

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定機関において性能評定を受けた無溶接継手を

本　杭

1

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理  

種別　　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種
　　　　・建設汚泥から再生した処理土

スチレンの濃度を測定し、報告する。

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う
　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・自動ドア施工作業

・ガラス工事作業

・建築配管作業排水工事
・溶融ペイントハンドマーカー工事作業舗装工事

・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

・ビル用サッシ工事作業    ・ガラス工事作業

・内外装板金作業    ・スレート工事作業　

カーテンウォール工事

・左官作業

・タイル張り作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・大工工事作業木工事

左官工事
金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

・建築塗装作業

・造園工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業
・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

塗装工事
内装工事

植栽工事

・合成ゴム系シート防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ALCパネル

・とび作業仮設工事

・押出成形セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・FRP防水工事作業

・シーリング防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

コンクリートブロック

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

・石張り作業

・コンクリートブロック工事作業   

・型枠工事作業    ・コンクリート圧送工事作業
・鉄筋組立作業

石工事

防水工事

鉄骨工事
コンクリート工事
鉄筋工事

10 技能士

12 完成時の提出図書

化学物質の濃度測定11

2 建設発生土の処理

1 埋戻し及び盛土

1 監督職員事務所

0

※・
・

適用基準等1

3

   ・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）
・

品質計画等

   ※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

2 ※適用する工事実績情報の登録

下記以外は現場説明書による。

　・要　　　・不要
気工作物の保安の業務を行うものとする。
　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電

5 施工条件

4 電気保安技術者

7 環境への配慮

6 ※現場説明書による　・構外搬出適切処理発生材の処理等

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させない

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチル

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも
　のとし、次の（1）から（5）を満たすものとする。

　　　　　デヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。
　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　　　が極めて少ないものとする。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

 ① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

 　 　放散しない材料使用

 　 認定品
 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを
　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　ａ．接着剤等不使用
 ③ 下記表示のあるJAS規格品

　　　規制対象外

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。
　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。
　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他
　　　　　か、放散が極めて少ないものとする。

 　 　放散しない塗料等使用

 　 　放散しない塗料使用

 ② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣
 ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品　　　第三種
　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

 　 認定品

らかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

とする。

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。9 特別な材料の工法

能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あ
となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性

品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。
　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明

　（3）安定的な供給が可能であること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること
　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　（4）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（1）～（6）の事項を満たすもの

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS又
8 材料の品質等

（5）特記事項に記載の（別2- 　． ）は、標仕の「別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状」の当該項目を示す。

（3）特記事項に記載の（　 ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

（4）特記事項に記載の（別-　  ． ）は、標仕の「別図　各部配筋」の当該項目又は当該表を示す。

（6）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。
（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。
　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

1．共通仕様

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

　・押出成形セメント板工事

タイル工事

コンクリートブロック・ALCパネル

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

土工事

仮設工事

地業工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事19

18

16

15

14

12

10

9

7

6

5

4

2

3

20

17

13

8

11

工事範囲すべて

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目は
　　 すべて今回工事範囲とする。

4．工事範囲
　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

1．工事場所

特　　記　　事　　項項　　目章

仕 様 書

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築工事仕様

1

2

3

4

5

規模35㎡程度

　・工事場所　　　　※図示　・ 

机、テーブル、ロッカー

・3.2

※ガス圧接　　・重ね継手

・150×150

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

㎡

3．工事種目

2．敷地面積

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）3 工事用電力

2 工事用水

4 足場 外部足場は手摺先行方式とする。

（2.3.1）

（2.3.1）

　測定箇所数　　　　・図示　　　　　・ 
　測定対象室　　　・図示　　　　　　・

工事設計図

1.舗装
2.排水

6.その他

9.撤去
10.発生材運搬
11.発生材処分
12.既存施設側溝改修

・建築工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和４年度版）

柱、梁の主筋

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和4年版）

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和４年版）
・営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和5年版）

外構工事

電気設備工事
機械設備工事

7 7 31         鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事

鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事

令和　7年　7月（全　　　枚）

鶴岡市泉町5-57、5-140

1903.64

3.区画線
4.囲障
5.植栽

7.工作物（プレハブ造り診療所：1棟）
8.工作物（アルミニウム合金造り車寄せ：1棟）

　  築工事編）（令和７年版）」（以下「標仕」という。）
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㈱ 新穂建築設計事務所
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

令和 年 月 日付記 図面番号

1級建築士（151570）太　田　泰　司

鶴岡市本町1丁目8-17 TEL0235-24-1515
特記仕様書Ⅱ

細骨材はＪＩＳＡ5308の付属書Ａ（規定）の規定［レディーミクストコンクリート用骨材］
の規定による。

6 骨材

Ｇ
Ｇ

Ｇ

2

砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分　　　※A　・B

　　　　　　　　　　・　
混和材料の使用量　　※標仕6.4.8(a)､(b)､(c)による

砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※A　・B

※25※18※普通コンクリート

　・電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）
　・銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）
　・フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

設計基準強度等

種類　　　　　　　　※混和剤　　・混和材

細骨材及び混合細骨材

粗骨材の最大寸法
（mm）

スランプ
（cm）

適用箇所種　類

（6.14.1～3）
設計基準強度
（N/mm ）

8 無筋コンクリート

7 混和材料

・15

STKR400
STK400
SSC400
SS400

Ｇ
Ｇ

3

2

2

2

32

2

　※（別2-1.1～1.3）による　　・　

　※（別2-1.1～1.3）による　　・　

　※（別2-1.1～1.3）による　　・　

スカラップの形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

※JISによる　・　
※JISによる　・　
※JISによる　・　

※JISによる　・　
※JISによる　・　

　※鉄骨溶接基準図による　　・　

材齢28日 　 3.0 N/mm 以上
材齢28日 　45.0 N/mm 以上
材齢3日　　25.0 N/mm 以上

（2）塩化物量は、JIS A 5308（レディーミクストコンクリー

　・行う（※JIS K 5622　・　　　　　）　　※行わない
耐火被覆材の接着する面の塗装12 錆止め塗装

・22
・19
・16　JIS B 1198）

（頭付きスタッド 呼び長さ（mm） 適用箇所呼び名
呼び名等11 スタッド

・行う　　・行わない8 鉄骨工作仮組

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等7 普通ボルト

　　　すべり耐力等の確認方法　　※すべり耐力試験方法等　　・図示
　・りん酸塩処理
　※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）
摩擦面の処理

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
高力ボルト

6 溶融亜鉛めっき

　※行わない　　・行う　（試験方法等：　　　　　　　　　　　　）
すべり係数試験

　・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

工法

耐火被覆面への錆止め塗装　　・行わない　　・行う（適用箇所：　　　　　　　　　）　　

・

・耐火材巻付け

種別等

　　検査水準

放射線透過試験　　　　　　　　　※行わない　　・行う
マクロ試験（エンドタブ使用）　　※行わない　　・行う

※第6水準
※すべて

・ ・ ・
・・・

　工事現場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

超音波探傷試験　　※行う　　・行わない

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　・JIS形高力ボルト

ボルトの区分

鋼製エンドタブの切除する部分　　※図示

溶接条件
2 入熱、パス間温度の

適用箇所　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

　　ある工場

有するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

Jロートによる流下時間
　練混ぜ完了から3分以内の値 　8±2秒
練混ぜ2時間後のブリーディング率　2.0％以下

終結時間　　　　10時間以内
凝結開始時間　　1時間以上

材齢7日　　収縮しないこと

0.30kg/m 以下

　工場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

無収縮モルタルの材料及び調合
種別　　※A種　　　・B種

　　 管理試験方法）による。
（1）日本道路公団規格 JHS 312-1999（無収縮モルタル品質

　　 ト）の9.6塩化物含有量の試験方法による。

トランドセメントとする。
JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポル

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等
によって膨張する性質を利用するもの）とする。

混和材

圧縮強度

凝結時間

（社）土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を

（各重量比）　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

セメント

砂

無収縮モルタルの品質及び試験方法
配合比

ブリーディング

コンシステンシー

試験方法

付着強度
塩化物量

無収縮性

15 柱底均しモルタルの

14 種別　　

　・建方用アンカーボルト　（・A種　　※B種　　・C種）

アンカーボルトの保持
及び埋込み工法

・耐火板張り

13

・ラス張りモルタル塗り

・乾式吹付けロックウール
・半乾式吹付けロックウール
・湿式吹付けロックウール

　吹付け
・耐火材

耐火被覆

・

10

節

溶接部の試験

　※トルシア形高力ボルト
5 高力ボルト

9 溶接接合

4 鋼材の材質等鋼材

3 施工管理技術者 ※適用する　　・適用しない

　※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　・監督職員の承諾する工場

鉄骨製作工場の加工能力1 鉄骨製作工場

所要性能及び適用箇所種　別

規格等適用箇所種類の記号

（表7.2.6）

（7.10.3）（表7.10.2）
（7.2.9）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.9.2～7）

（7.8.3）

（7.6.11）
（7.6.11）

（7.6.11）（表7.6.2～4）

（7.6.7）
（7.6.7）

（7.3.10）

（7.6.4）（別.2-3.1～3.4）

（7.2.3）（7.3.2）（別2-1.1～1.3）

（7.2.2）（7.3.2）（別2-1.1～1.3）

（7.12.4）

（7.2.2）

（7.3.2）（別2-1.1～1.3）

（7.4.2）

（7.1.3､4）

（7.2.1）（表7.2.1）（7.2.4）

（7.1.3）

・C種
・B種
・A種

　・　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）
　※標仕表6.2.4による
仕上りの平たんさ

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

　・　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）

部材の位置及び断面寸法の許容差

・フライアッシュセメントB種

工作物のスランプ　15又は18cm

※18

・1種　・2種
・1種　・2種

・
・21

軽量コンクリートの設計基準強度等

セメントの種類

普通コンクリートの設計基準強度

　用いる場合を除く。

　又は混合セメントのA種
※普通ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

　　普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定のほか、水和熱が7日目で
　352 J/g以下、かつ、28日目で402 J/g以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに

スランプ

類別　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類

・18
・21

適用箇所種　類

適用箇所種　別

適用箇所スランプ（cm）

適用箇所

適用箇所種　別気乾単位容積質量（t/m ）設計基準強度Fc（N/mm ）

設計基準強度Fc（N/mm ）

（6.2.5）（表6.2.4）（6.6.6）

4 コンクリートの仕上り

5 セメント

3 スランプ

2
コンクリートの類別
レディーミクスト

1 コンクリートの強度 76

１時間耐火（外壁）

胴縁

柱

　・防錆塗装　熔融亜鉛メッキ処理　HDZ45

L型側溝250B標準型コンクリートL型側溝5

ＧＧ

（21.2.2）

・ B形（ゴム接合）　・　

・U字溝用

・T－20用（50）
・T－ 6用（15）
・T－ 2用（ 5）

・細目
※普通目
※細目

・凹凸形
※平形

　・固定
　※なし
ボトル固定

・ステンレス製

3 グレーチング

・なし
・あり

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）
・密閉形（テーパ・パッキン式）

　※図示
　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

・RS－VU　　・RF－VP
※VP　　・VU・硬質塩化ビニル管

・かさ上げ用
・T－6用
・T－2用

・T－14用

・歩行用
・
※受枠付き

・溝ふた（側溝用）
・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・ 

4

2

埋戻し土

※凹凸形・鋼製

・簡易密閉形（パッキン式）
・水封形

鋳鉄製ふた

車道部の排水管の敷設

※外圧管（※1種　・2種）

1

※遠心力鉄筋コンクリート管

排水管用材料排水管 （21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

（21.3.1）（21.3.3）

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

上面形状
メインバー

用　途形　式 適用荷重種　類
ピッチ

鍵適用荷重（安全荷重（kN））種　類

管形状（接合方法）管の種類材　種

種別　　※B種　　・

8

種　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

色彩及び表面加工等厚さ（mm）種　類

種　類 厚さ（mm） 施工方法 基　層

・コンクリート平板舗装（JIS A 5371による）

※普通平板（N）　
・透水平板（P）　 ・モルタル・

※砂　　

・インターロッキングブロック舗装（JIS A 5371による）

・誘導、注意喚起用ブロック
・植生用ブロック（V）

※普通ブロック（N）
・透水性ブロック（P）

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※標準品
・

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

※80　・100

・
※コンクリート舗装
・アスファルト舗装

※うろこ張り
・・

※80～100　・　

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

車道部　※80　・　

ブロック系舗装13 （22.9.2､3）

（22.9.2､3）

（22.9.2､3）

区分

表層

基層

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

（22.2.3）（表3.2.1）

（22.2.2､3）

（22.2.2､3）（表22.2.2）

（22.2.5）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.3.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

（22.2.5）

（22.4.3）

（22.4.4）（表22.4.6）

（22.7.6）
（22.7.3）（表22.7.3）

（22.7.3）（表22.7.2）

（22.6.6）（22.4.6）

（22.5.6）
（22.5.3､4）

（22.5.3）（表22.5.3）
（22.5.3）

（22.4.5）
（22.4.6）

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種

　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　厚さは図示

※行う

※行う

※再生クラッシャラン（RC－40）
・クラッシャラン（C－40）又はクラッシャランスラグ（CS－40）

　　添加量　　（　　）kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

※添加材料による安定処理

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）
　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

※顔料混入加熱アスファルト混合物
・

※なし　・あり
※なし　・あり・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）
加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域

・細粒度アスファルト混合物（13）
※密粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　
アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　
溶接金網　　　　　※あり　　　　　・なし　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

アスファルト混合物
　・改質アスファルトⅠ型　　※改質アスファルトⅡ型
タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類　　※PKR-T
アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

※行う

※行う

・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　・ 切込砂利　　・砂

・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・　

透水性

排水性

11

12

アスファルト舗装

アスファルト舗装

コンクリート舗装10

アスファルト舗装9

路盤の締固め度試験8

路盤材料7

6

路床土の支持力比

路床締固め度の試験

4

5

（CBR）試験

砂の粒度試験

盛土に用いる材料

遮断層及び
凍上抑制層の材料

1

2

路床安定処理3

3

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　・なし

※再生密粒度アスファルト混合物（13F）

　※ロングリーン箱庭名人VUS仕様　省管理型屋上緑化システム　セダム類

ま さ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.3､4）

（23.2.3）

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2）

（23.5.2､3）

（23.5.4）

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）樹木の樹高（m）

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）適　用

　　　芝及び地被類の種類等　　※図示　　　・　

　　　樹木の樹種、寸法、株立数、数量等　　※図示　　　・　

　　　・・　

　　防腐処理方法　　※加圧式防腐処理　　・　

※A種

※B種　　・　※20　　・　

※50　　　・　
※60　　　・　
※80　　　・　
※100　　 ・　

　工法D種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有

で盛土を行う。

：生育阻害その他の異常を認めない

：0.1%以上
：0.2%以下
：0.5%以上

：55～65%
：5.5～7.5
：70mEq/100g以上
：35以下
：70%以上

：15%以下
：1.0%以上
：0.8%以上
：50%以下

：20以下
：8.5以下

：35%以上
：0.01%以下
：0.05%以下
：0.03%以下
：0.0002%以下
：0.0005%以下
：0.005%以下

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料
　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示

　アルカリ分（現物）
　りん酸全量（現物）
　窒素全量（現物）
　水分
　pH
　炭素窒素比（C/N比）
　有機物の含有率（乾物）
　鉛
　クロム
　ニッケル
　水銀
　カドミウム
　ひ素

　加里全量（現物）
　りん酸全量（現物）
　窒素全量（現物）
　幼植物試験の結果
　水分
　pH
　陽イオン交換容量（乾物）
　炭素窒素比（C/N比）
　有機物の含有率（乾物）

発酵下水汚泥コンポスト

バーク堆肥

※適用する

1 芝及び地被類植栽基盤整備

※植栽範囲　　・図示※行う　・行わない

・3以上～7未満
・7以上～12未満

3

・3未満

・12以上

2

土壌改良材

植込み用土 ※現場発生土の良質土　　　・客土（・黒土　・真砂土）

効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土

・D種

・B種
・C種

・葉張りの範囲

・図示
　ただし、低木は植栽範囲

樹木

　かん水装置　　・設置する　（工事区分は図示による）
　支柱　　　　　・設置する　（種類　　・図示　・　　　）
工法

　・屋上緑化軽量システム

　　　植込み用土　　　　※改良土　　　・人工軽量土
　　　保水・排水層　　　・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・板状成形品
　　　土壌層の厚さ　　　・図示
　・屋上緑化システム

9 屋上緑化 植栽基盤及び材料

8 地被類

7 吹付けは種用種子等 ※洋芝類　　・クローバー

工法　　・目地張り　　　・べた張り

・真竹（良質な2年生以上）

※杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）

6

5

4

芝張り

幹巻き用材料

支柱材

種類　　※こうらい芝　　・野芝

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

9

10

※植込地被類:フィリフェラオーレア363株25VP／m2

鋼板

　　に定める（ 　 ）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力の

・T－25用

（6.2.2）（表6.2.1）

（6.2.2）（表6.2.1）

（6.2.2）（表6.2.1）

（6.2.4）（表6.2.3）

（6.2.5）（表6.2.4）
　※標仕表6.2.5による

（6.2.5）（表6.2.4）

（6.3.1）（表6.3.1）

（6.3.1(2)）

（6.3.1(1))

（6.3.1(2)）

（6.3.1(4)）
（6.3.1(4))

工作物基礎、看板基礎、集水桝

工作物基礎、看板基礎、集水桝

門Ｅ

※15　・8 捨てコンクリート

Ｇ

22

　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　・　
　受ける。

　・高炉セメントB種　　（捨コンクリート）
　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種
セメントの種類

　施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を

　り面凹凸状態とする。
　　目荒し工法（高圧水洗）を行う場合は、水圧50N/mm 以上、かつ、2.5分/m 以上とし、

　　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上

　※施工範囲は図示による。

外装タイルあと張り面の躯体表面の処理

（6.9.3､4）

（15.2.4）

10

表面の処理
9 コンクリート躯体

・20・・・軽量コンクリート

コンクリート舗装
勾配コンクリート

（構造体強度補正は行わない。）

（6.3.2）
コンクリートの調合 コンクリート調合管理強度は、設計基準強度とする。
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7
5,

72
7

5,
27

3

1 2 4

Ａ

Ｂ

3

2,
00

0
1,

50
0

1,
77

3

L

K
L

4,
57

0

2,
28

5

φ150

屋外機

5,618

3,9293,929 5,671

Ｌ型側溝L250B桝

Ｌ型側溝L250B桝

Ｌ型側溝L250B桝

8,175

C

診察室
12.83㎡

診察室
12.83㎡

Y2Y1

診療所棟
1
WD

20cm

20cm

屋外機

φ150

FL=GL+396.5

FL=GL+396.5

+150

+150

1
AD

AW
1

AD
1

1
AW

2,
28

5

X4

X1

X2X3

50
0

67
9

1,200 1,200

AW
1

M

M

M

（33.92㎡）

（21.69㎡）

（89.04㎡）
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SUSｽﾓｰﾙ丸環

VP150

VP150

VP150

1,128

2,000

2,
00

0

-20(13.93) -50(13.90)

+20(13.97)

+80(14.03)

+220(14.17)

+100(14.05)

1.
8％

+140(14.02)+140(14.02)

12
,5

00
12

,5
00

30
0

3,
50

0
3,

50
0

35
0

50

51

52

53

54

55

56

O

O

P

9,600

アスファルト舗装補修 L
乗り入れＬ型側溝に改修

8,0458,045 5,908

8,045

12
,2
03

12
,4
03

乗り入れＬ型側溝に改修

プラスチックチェーン

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

車寄せ
62.53㎡

L型
側
溝
（
乗
り
入
れ
）

L型側溝（乗り入れ）

Ｊ1

Ｊ1

Ｊ2

Ｊ2

46

47

48

49

2,
50

0
2,

50
0

2,
50

0
2,

50
0

2,
50

0

30
0

駐車場（56台）

既存門
既存メッシュフェンス

既存Ｌ型側溝

既存Ｌ型側溝

既存門

0.
4％

サイドパネル
目隠しフェンスH=1200

+260(14.14)

2.0％

屋根ライン（破線）

Ａ-05

31

街灯

既存止水栓廻りｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ
L

E

F

G

H

I

3.0か所

南京錠付 1.0 式

南京錠付 1.0 式

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾁｪｰﾝ：10.95ｍ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾁｪｰﾝ：8.35ｍ

街灯ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
500×500×H1000 4.0か所

車止め：ｽﾃﾝﾚｽ製φ75×H850
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎300×300×H400

ｍＬ型側溝250B(乗入れ)改修

メッシュフェンスH1200 16.0 ｍ

K

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装改修 ㎡L

L型側溝改修 4.8 ｍ

D 区画線 巾150mm 直線

区画線 巾150mm 曲線

ｍ

ｍ

㎡M 145.0

㎡O 駐車区画帯塗装 31.9

51.1

目隠しﾌｪﾝｽH1200 12.0 ｍP

3.0

A

B

C か所

アスファルト舗装

Ｌ型側溝250B

㎡

外構工事仕様

150.0

Ｌ型側溝250B桝

ｍ

1,564.0

ｍＬ型側溝250B(乗入れ)Ｊ1

Ｊ2

20.3

544.0

19.8

7.8

車寄せ

診療所 1.0 棟

1.0 棟

Q 既存止水栓廻りｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ か所1.0

4,400

緑地被植栽：
ﾌﾞﾙｰｶｰﾍﾟｯﾄ15.0P/㎡、9株/㎡



メッシュフェンス（UN-A-1200）
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Ａ S=1：20

プライムコ－ト ＰＫ－3

50
15

0

表層：再生密粒度アスコン 13Fｔ=50

砕石路盤 RC-40ｔ=150 Ｌ型250Ｂ

▽計画高さ

100100 350

S=1：20Ｂ

550

10
0

10
0 10
15

5

S=1：20Ｌ型側溝250Ｂ Ｌ型側溝250Ｂ（切り下げ）・（すり付け）

60
0

7070
46

0
70

100100 350

450

100100 350

450

550

70
0

70
0

20
0

10
0

10
0 10

L型縁塊250B

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT25（250用） ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT25（250用）
L型縁塊250B

桝250B

S=1：20Ｃ

2,500

600

150

600600 1,900 600

15
0

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0

4,
50

0
50

0
50

0
50

0
4,

50
0

150

Ｄ 区画線 S=1：50 S=1：20Ｅ 車止め

Ｊアスファルト舗装・アスファルト舗装改修Ｌ

85
0

φ76.3

砕石地業RC40

300

S=1：20

180 180

2,000

10
0

10
0

45
0 20

0
20

0
1,

20
0

30
1,

17
0

5050
25

0 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（300×300×H250）

排水管VPφ100

Ｌ型側溝250Ｂ桝

Ｉ

2,000

1,
20

0
30

0

35
1,

16
5

300

10
0

10
0

60
0

S=1：20目隠しフェンス（XW-1200-M）

100100 350

▽計画高さ

500500 500

Ｌ型250Ｂ（切り下げ） Ｌ型250Ｂ（切り下げ）（改修）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（改修）

既存車路駐車場

10
0

10
0 10
10

5

▽計画高さ

100100 350

550

10
0

10
0 10
15

5

Ｌ型250Ｂ（すり付け）（改修）

500

500

700

10
0

10
05
0

1,
00

0
50

0

S=1：20街灯基礎

捨てコンクリート

一般コンクリート

再生砕石クラッシャーラン（CR-40）砕　石

特記事項（診療所棟・車寄せを除く）

設計基準強度　Fc=18N/mm2、スランプ15cm

設計基準強度　Fc=18N/mm2、スランプ15cm

150

40
0

40
0

15
0

31

Ａ-06外構詳細図

（A1）1：20

（A3）1：40

15
0

200

30
0

30
0

30
0

20
0

φ89.1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（改修）

ｽﾃﾝﾚｽ製φ76.3×ｔ2.0Ｈ850

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：UN-A-1200

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（180×180×H450）

砕石地業RC40

目隠しﾌｪﾝｽ：XW-1200-M（PHﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）

砕石地業RC40

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（300×300×H600）

照明ポール（電気設備工事）

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（500×500×H1000）

捨てコンクリート

砕石地業RC40

区画線：実線巾150mm

S=1：20既存止水栓廻り詳細図

Ｈ Ｐ

Ｑ

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ（120×120×600）
ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=70金鏝仕上げ

800

200200 400 200

25
0

20
0

▽計画高さ

100100 350

550

250

10
0

10
0 10
15

5

既存止水栓
Ｌ型250Ｂ

ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ金鏝仕上げ
L250B一部撤去の上ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

L250B一部撤去の上ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ金鏝仕上げ
既存止水栓

55
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診療所棟・車寄せ詳細図

（A1）1：100

（A3）1：200

下地

 ■　内部仕様

1階

階数

事務室

室名

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

捨貼り合板t=5.5

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18休憩室

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

捨貼り合板t=5.5

<ｼｯｸﾊｳｽ対策>

･壁､床､天井､建具仕上げに用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

･天井裏などへの措置については､天井裏､床裏､壁､収納に用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

t=2.0

ｸﾞﾚｰ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ

t=2.0

ｸﾞﾚｰ

備考

仕上/寸法/色

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

FL1506

東ﾘ

ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾏｰﾌﾞﾙ

FL1506

東ﾘ

品名/品番/ﾒｰｶｰ 仕上/寸法/色 品名/品番/ﾒｰｶｰ

ｿﾌﾄ巾木

H=60

ｸﾞﾚｰ

巾木床

ｿﾌﾄ巾木

H=60

ｸﾞﾚｰ

ｿﾌﾄ巾木

TH6096

東ﾘ

ｿﾌﾄ巾木

TH6096

東ﾘ

外周壁

仕上/寸法/色

ｶﾗｰ鋼板

t=0.5

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

ｶﾗｰ鋼板

t=0.5

ｵﾌﾎﾜｲﾄ

LGS65

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ)

-

ﾎﾜｲﾄ

LGS65

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ)

-

#500

標準品

#500

標準品

間仕切壁

仕上/寸法/色下地 品名/品番/ﾒｰｶｰ

廻り縁

仕上/寸法/色 品名/品番/ﾒｰｶｰ

塩ﾋﾞ見切

-

ﾎﾜｲﾄ

塩ﾋﾞ見切

-

ﾎﾜｲﾄ

F見切り

-

ﾌｸﾋﾞ

F見切り

-

ﾌｸﾋﾞ

下地 仕上/寸法/色 品名/品番/ﾒｰｶｰ

天井

LGS19

LGS19

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

t=9.5

ﾎﾜｲﾄ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

t=9.5

ﾎﾜｲﾄ

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

吉野石膏

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

吉野石膏

 ■　認定番号

 ｶﾗｰ鋼板:不燃NM-8697 硬質木片ｾﾒﾝﾄ板:準不燃H12建設省告示1401号

 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:不燃NM-8619 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:準不燃QM-9828   化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(天井):不燃NM1864   強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:NM-8615

 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(壁):準不燃QM-9824   防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:不燃NM-9639   普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞ:不燃NM-9645

 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板:不燃NM-8578   ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板:不燃NM-8599   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ:準不燃QM-9410

色

ｼﾙﾊﾞｰ N5.5

-

ｶﾞﾝﾒﾀﾘｯｸｼﾙﾊﾞｰ 

ｶﾞﾝﾒﾀﾘｯｸｼﾙﾊﾞｰ 

ｶﾞﾝﾒﾀﾘｯｸｼﾙﾊﾞｰ 

ｵﾌﾎﾜｲﾄ 5Y9/0.5

ｶﾞﾝﾒﾀﾘｯｸｼﾙﾊﾞｰ 

ｼﾙﾊﾞｰ

 ■　建物面積

建築面積

1階床面積

延べ床面積

 ■　外部仕様

名称

屋根 仕上:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き t=0.5

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t=20

軒樋:鋼板t=1.6+塗装

縦樋:Φ55鋼板ﾊﾟｲﾌﾟ

雨樋

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ) 外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=40

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ:鋼板t=1.2+塗装 土台ｶﾊﾞｰ:鋼板t=1.2+塗装

鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

ｱﾙﾐｻｯｼ

塗装

板金金物

外部建具

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

(不燃NM-8697)

仕様

25.67 ㎡

25.67 ㎡

25.67 ㎡

ﾎﾜｲﾄ

ｼｯｸﾊｳｽ必要換気量の検討

室名 床面積

（㎡）

天井高

（ｍ）

室容積

（ｍ3）

有効換気量(50Hz)

換気扇20㎝(m3/h)

換気回数

(回/h)

必要換気回数

(回/h)

1階

診察室2

診察室1 12.83

12.83

2.36

2.36

30.28

30.28

338

338

×

×

1

1

11.16

11.16

0.3

0.3

ＯＫ

ＯＫ

判定

Φ150

20㎝

名称

防虫網付

防虫網付

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞ20cm換気扇 壁ｽｲｯﾁ

Φ150給気口

記号

■　換気給気設備　凡例

37
2.

5

1,
89

3
32

.5

86
1

710

1,620

ｱﾙﾐ

FL5+A6+FL5

引違戸錠

材質：

ｶﾞﾗｽ：

金物：

－

（内）ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ/（外）ｼﾘﾝﾀﾞｰ備考：

AD
1

37
2.

5

1,662

815

98
3

94
2.

5

網戸

ｸﾚｾﾝﾄ錠

FL3+A5+FL3

引違窓(H1000)SAW

ｱﾙﾐ材質：

ｶﾞﾗｽ：

金物：

－

備考：

1

1,590

1,
98

3

引違戸WD

材質：

ｶﾞﾗｽ：

金物：

－

備考：

1

2,
35

3

42
7.

5

▽FL

△CH

80
0

▽CL-800

▽FL

△CH

▽CL-800

▽FL

△CH

2,
35

3
2,

35
3

37
0

80
0

42
7.

5

1,
92

5.
5

■車寄せ：主要部材材質一覧

①柱

②梁

③鼻隠し(側面)

④鼻隠し(水上側)

⑤鼻隠し(水下側)

主要部材

アルミニウム合金 押出形材

アルミニウム合金 押出形材

アルミニウム合金 押出形材

アルミニウム合金 押出形材

アルミニウム合金 押出形材

材質

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

表面処理

9,600

3,200 3,200 3,200

1 2 43

Y2Y1

100 100

350 2,410.5 350 2,410.5 350

2,835.5 2,835.5

250 250

5,671(柱芯)

5,871(基礎外面)

40 405,591(ｱﾝｶｰﾋﾟｯﾁ)

7,0
89(

ｱﾝｶ
ｰ対

角)

5,949(ｱﾝｶｰ対角)

▽

▽

▼

Ｂ

Ａ
X4

X1

X2X3

4,
54

8(
柱

芯
)

6,
27

3
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◎特記事項
1.基礎天端は設計GL+150とする。
2.基礎下端は設計GL-120とする。
3.
4.

はｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを示す。
は建て方用ｱﾝｶｰを示す。

5.
6.

はｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ芯を示す。
は建て方用ｱﾝｶｰ芯を示す。▼

▽

室外機

室外機

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝ

1
AW

1
AW

1
WD

ｱﾙﾐ庇：W1700mm×D600mm

ｱﾙﾐ庇：W1700mm×D600mm
1
AD

1
AD

ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ
▽屋根ライン

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 1
AW

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

柱：125×125(8本)

5,618(壁芯)

5,671(柱芯)

26.5 26.5

Y2Y1

9,600

3,200 3,200 3,200

1 2 43

11,859

1,1281,131

平面図　S=1:100
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西側立面図　S=1:100
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1階 診察室1

面積表

5.618 × 2.285

5.618 × 2.285診察室2

建築面積

1階床面積

延べ面積

5.618 × 4.570

5.618 × 4.570

㎡

㎡

㎡

㎡

＝ 12.83

＝ 12.83

＝ 25.6742

25.67

㎡

㎡

＝ 25.6742

25.67

㎡25.67

車寄せ
62.53㎡

建築面積：11.859×5.273＝62.5325
＝62.53㎡

＝62.53㎡
延床面積：11.859×5.273＝62.5325

引戸(ビル用)S ２か所　

３か所　

１か所　

木製：ﾗｼｯｻ(LIXIL同等)

扉ﾃﾞｻﾞｲﾝ：LGA、固定枠：枠見込み115mm

ｶｽﾐｶﾞﾗｽ

付属金物一式、

（機械設備工事）

（機械設備工事）

12.83㎡

12.83㎡
診療室1

診療室2

ｴｱｺﾝ室内機

ｴｱｺﾝ室内機

（機械設備工事）

（機械設備工事）

LGS壁下地65型
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砕石地業ｔ=150

土間コンクリートｔ=150

溶接金網：φ6-100×100

診療所　基礎詳細図　S=1：20

車寄せ　基礎詳細図　S=1：20

（A1）1：20

（A3）1：40

31

基礎工事　特記仕様

1.使用する鉄筋はＪＩＳ規格ＳＤ295Ａとする

2.基礎ベースのかぶりは厚さは60mmとする

3.コンクリート打設前に、監督員の配筋、型枠検査を受ける

4.コンクリートの設計基準強度及び仕様区分は下記による

Fc-18-15-25：均しコンクリート

Fc-21-15-25：基礎・土間

5.砕石地業は再生砕石ＲＣ４０とする

6.アンカーボルトは特記による

7.地盤

・地盤調査資料（有）

・敷地内

・スウｴーデンサウンディング試験

土間コンクリート

360
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0
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27
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Ｆ1

200200 350
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100100

350

250

40

15
010
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土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=100～125、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ仕上げ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=100、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ仕上げ

溶接金網：φ6-100×100
溶接金網：φ6-100×100

砕石地業ｔ=100 砕石地業ｔ=100

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装▽GL

目隠しフェンス（XW-1200-M）

Ｂ

サイドパネル柱：アルミニウム合金押出120×120
86

7

1,
20

0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

Ａ-08診療所・車寄せ基礎詳細図

0深度

0

土　質

（代表的位置の試験結果）

15105 20 25

0.50

1.00

1.50

2.00

現況地盤面
0深度

0

土　質 15105 20 25

0.50

1.00

1.50

2.00

現況地盤面
0深度

0

土　質 15105 20 25

0.50

1.00

1.50

2.00

現況地盤面

スウェーデンサウンデイング試験 No.3

砂質土

粘性土

砂質土 砂質土

粘性土

　　ボ－リング標準貫入値、土質構成

車寄せ

診療所

NO.2

NO.3

NO.5

スウェーデンサウンデイング試験 No.2 スウェーデンサウンデイング試験 No.5

礫質土

・長期許容応力度　qa=30.0KN/㎡
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○

具近傍とする。ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

○

機器の重量[kN](水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量)に、
地域係数0.9及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

雷保護用接地

又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

機器機器
積算用計器
引込開閉器

測点 取付高(㎜)
地上～窓中心 1,800～2,000

1,800～2,200地上～中心

測点 取付高(㎜)
壁掛形親時計
壁付子時計
壁付形スピーカー
壁付アッテネータ

情報表示盤
壁付発信機

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

1,500(上限1,900以下)
天井高×0.9
天井高×0.9

天井高×0.9

1,300

1,300
2,300
1,300

1,400
約1,350
1,300
1,300

800～1,500
800～1,500
800～1,500
800～1,500

2,100
2,300

表１「接地極一覧表」

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

接地の場所 記号 接地抵抗値 接地極の規格、数量
雷保護用接地

構内交換機(陽極用)
本配線盤の保安装置
電話引込口の保安器
アンテナ保安器
拡声増幅器

測定用補助接地極
避雷器用(低圧用)
避雷器用(高圧用)
避雷器用(モデム用)

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは1,500㎜とする。ただし、Ｄ=10は1,000㎜、Ｗ=30は1,200㎜とする。

Ａ種接地
Ｂ種接地
Ｃ種接地
Ｄ種接地

Ｅ
Ｅ Ｅ
Ｅ Ｅ Ｅ

LA

A LH

A C D

A

B

C

D

EL

t

At

Lt

Lt

Dt

S

O

LL

MD

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下
Ω以下

Ω以下
Ω以下
Ω以下

100
10

10
10
10

500
10
10
100
100
100

10
10
100

ＥＰ×２
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)

連 組

連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40) 連 組
ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)

３
３
３
２

２
２
２

２３
１
１

１
１
１

１

１

３
３

３

３
３

２
２

２
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

－
－
－
－

－

－
－

－

－
－

共同接地
共同接地

漏電遮断器回路

接地端子箱 床上～中心 500
壁付アウトレット(和室) 床上～中心 150

300床上～中心壁付アウトレット(一般)

分電盤(壁掛形) 床上～中心 1,500(上端1,900以下)
スイッチ(一般)
スイッチ(和室)

床上～中心 1,300
1,200床上～中心

LH

ＥLA

表２「機器取付け高さ」

品質及び性能に関する試験データを整備していること。

設置場所

0.6
0.4

0.6
0.6

0.6

0.60.6

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
1.0

1.0
1.0

1.0

1.0

2.02.0 1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5
1.0
1.0
1.5
1.5
1.5
2.0
2.0
2.0

地階・１階

中間層

水槽類

機器
水槽類

機器
及び塔屋
屋上
上層階

○ 特定の施設 一般の施設
機器種別

水槽類

機器
重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

設計用標準水平震度

耐震措置

高圧スイッチギア（PW型）
高圧スイッチギア（CW型）

高圧限流ヒューズ
高圧進相コンデンサ
高圧変圧器（特定機器）
高圧交流遮断器

キュービクル式配電盤
制御盤
分電盤
可変速電動用インバータ装置
照明制御装置
LED照明器具（一般屋内用に限る）

承諾を受けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。
　ただし、次の①から⑥全ての事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の
て監督職員の承諾を受ける。

(２)　下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥全ての事項を満たす証明となる資料を提供し

製造業者等名機材名
販売、保守等の営業体制を整えていること。
製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
安定的な供給が可能であること。
生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

⑥
⑤
④
③
②
①

を有するものとする。
(１)　本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能機材の品質等

い難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。
接着剤は、可塑材(フタル酸ジ‐ｎ‐ブチル及びフタル酸ジ‐２‐エチルへキシル等を含有しな

「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

を使用する場合は、判断の基準を満たすものとする。

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

④

③
接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。②

①
④を満たすものとする。

(２)　建築物内部に使用する材料等は設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①から

断の基準を満たす環境物品等を選択するよう努める。ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を

(１)　本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12年法率第100号)に基づ環境への配慮

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等
現場において再利用を図るもの

○
○ 特別管理産業廃棄物

電線、ケーブル
盤類金属類PCB使用機器○

○

○
○
○

○発注者に引渡しを要するもの
(
(
(

埋戻し及び盛土

)
)
)

○

○

再資源化を図るもの

再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は別途とする。

○ ○( )

構内 ○建設発生土(埋戻及び

構内指定場所へのたい積
)(

○
無し○○ 有りDID地区約　　　km搬出距離構外に搬出(時期等を監督職員に提出)

構内指定場所に敷き均し
○

建設発生土の処理

施設の名称・住所・運搬距離[km]　等

○
○

○
○
○

しない
しない
しない

する
する
する

再資源化種類
特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

法等は監督職員と協議する。
上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るものとし、処理方

完成時の提出図書
ものとする。
監督職員との協議による。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に譲渡する

保全に関する資料
○

部

部

部

建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」
建築物等の利用に関する説明書

保全に関する資料

「建築物の利用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成する。

提出物

提出物
主要材料等

宿舎等で共用部分を除く部分に設置した機器の取り扱い説明書をまとめる。
提出物

Ａ４判ファイル綴じ込み

Ａ４判ファイル綴じ込み

Ａ４判ファイル綴じ込み

当該施設固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

○CADで新規作成 既存完成図の修正

CADデータ

原　図 Ａ　　判
Ａ　　判

要

部
部

不要○

完成図
Ａ　　判
Ａ　　判

部
部

備考

２つ折り製本
３つ折りケース収納

完成図
提出物

備考) 施工図で、原図を提出できないものは原図に代わる図で良い。

機器取扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、主要機器一覧表、

機器取扱い説明書

施工図

複写図

盛土用)の仮置場所

冊□

○
自動火災報知受信機
直流電源装置

交換機
発電装置(防災用)

中央監視装置
交流無停電電源装置
配電盤 ○○

○
○○

○

設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時に動くものとする。
(２)　設計用鉛直地震力

仮設工事

設置しない○設置する○
○ Ｅ種○ Ｄ種○ Ｃ種○ Ｂ種○種別

種別

防護シート

内部足場
外部足場

○
○

足場その他
○
○

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる
本工事で設置する
　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン
の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方
式又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

パワーコンデショナー

○ Ｇ種○ Ｆ種○ Ｅ種○ Ｄ種○ Ｃ種○ Ｂ種○ Ａ種
○ Ｆ種

　　３階、13階以上建の場合は上層４階とする。

①
②

注) 上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層

重要機器は次のものを示す。

なお、機械設備工事の特記仕様は (　　/　　) 図、建築工事の特記仕様は (　　/　　) 図による。
(２)  機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

１．工事場所

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

電灯設備
動力設備

備考

電熱設備
雷保護設備
受変電設備
電力貯蔵設備
発電設備
構内情報通信網設備
構内交換設備
情報表示設備
映像・音響設備
拡声設備
誘導支援設備
テレビ共同受信設備
防犯・入退室管理設備
火災報知設備
中央監視制御設備

４．指定部分
範囲： 工期：○

Ⅱ．工事仕様
１．共通仕様

令和 年 月 日
無し
有り ( )

２．特記仕様
項目及び特記事項は、●印のついたものを適用する。

章 項目 特記事項

電波障害調査○

余裕期間制度 適用しない ○

(以下「標準仕様書」という)
(以下「改修標準仕様書」という)

○○

Ⅰ．工事概要

「営繕工事共通特記仕様書」https://www.pref.yamagata.jp/180025/kurashi/sumai/eizen/koji/kojihome.html

電源周波数 50Hz

電気工事士 最大電力500kW以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

○ 塗装 ○
○

○ ○ 居室 ○ ○(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。
下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

○ インサート 床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

新設する電線類は、図面に「EM-□□」の記載がなくとも、EM電線・EMケーブルを使用する。

○
○

総合調整 各機器の個別運転後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に報告する。
○
○

○
○

屋外

照明制御設備 受変電設備 発電装置電力貯蔵設備
構内情報通信設備 中央監視制御設備構内交換設備

(建築工事の部)特記仕様書による

適用する（実工期 月
(山形県県土整備部余裕期間制度実施要領)

日）

ベル、ブザー、チャイム
壁付押ボタン(一般)

床上～中心
床上～中心

テレビインターホン(親機)
テレビインターホン(子機)
壁付インターホン(一般)
壁付アウトレット(一般)

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

警報ベル
表示灯
発信機
機器収容箱
副受信機
受信機

機器収容箱(EPS)
機器収容箱

テレビ端子(一般)
テレビ端子(和室)

天井～上端
床上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～操作部
床上～操作部
床上～操作部
床上～操作部
床上～中心
床上～中心

床上～上端

200

300
150

300液化石油ガス用
都市ガス用(軽質)
都市ガス用(重質)

天井～上端
床上～上端

150
300

試験用接地端子箱 床上～下端 800

1,300

200

床上～中心
床上～中心
床上～下端
天井～上端

壁付電話機
端子盤(EPSなど)
端子盤(廊下、室内)
集合保安器箱

呼出ボタン

コンセント(一般)
コンセント(和室)
コンセント(台上)
コンセント(厨房)
コンセント(車庫)
コンセント(機械室)
コンセント(屋外)
ブラケット(一般)
ブラケット(踊場)
ブラケット(鏡上)

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

地上～中心

300
150

150～200
800～1,000

1,300
500～1,000
1,000～1,300
2,100～2,300
2,000～2,500

150

壁掛形制御盤
開閉器箱

(多目的トイレ)
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心

1,500(上限1,900以下)
1,500
1,300

900
400

壁付インターホン(親機) 床上～中心 1,300
壁付インターホン(玄関子機)床上～中心 1,100
廊下表示灯(復帰ボタン付)床上～中心 1,300
スイッチ(車いす用)
コンセント(車いす用)

床上～中心
床上～中心

1,100
900

スイッチ(自動ドア) 床上～中心 1,300

制御用スイッチ

台上～中心

鏡上端～中心

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材はア
セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

２．建築概要
階数

地上 地下 塔屋
備考構造建物名称

建築基準法上の
延面積(㎡)

消防法施行令
別表第1の区分

建物別及び屋外
工事種目

建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

建築材料以外の材料
建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

④
③
②

①
②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

(３)　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①又は

(１)　設計用水平地震力

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。適用区分
○ 風圧力

積雪区分○
風速
建設省告示第1455号における区域

地表面粗度区分m/s( Vo＝
別表

( )
)

)
(

適用基準等 山形県電子納品取扱要領
山形県建築工事写真撮影要領

公共建築工事共通費積算基準

公共建築設備数量積算基準
山形県建設工事元請下請関係適正化指導要領及び同要領の運用について

公共建築工事標準単価積算基準

る基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建築資源の実施につい

新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る再資源化等に関する法律」(平成12年５月31日法

監督職員事務所 設ける○ 設けない

発生材の処理等 特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

分別解体等の方法
分別解体等の方法

工程

解体工事
手作業

作業内容
手作業・機械作業併用

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○その他（　　　　　）

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

新築工事
増築工事
工作物

造成等の工事
基礎の工事
基礎ぐいの工事
上部構造部分の工事
外装の工事
屋根の工事
建設設備工事
内装等の工事
その他（外構等　　）

建築設備の取外し
内装材等の取外し
屋根ふき材の取外し
外装材の取壊し
上部構造部分の取壊し
基礎の取壊し
基礎ぐいの取壊し

○
○
○

特定建設資材廃棄物の発生材の処理

○

○
○

木材

コンクリート
コンクリート及び鉄から成る建設資材

アスファルト・コンクリート

特定建設資材廃棄物の種類 施設の名称・住所・運搬距離[km]　等

(理由： )
(理由： )
(理由： )

　本工事は、特定建設資材を用いた建設物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する

第104号。以下「リサイクル法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建築工事の規模に関す

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名
称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合、監督職員と
協議するものとする。

て適切な措置を講ずることとする。

日間、工期の始期日期限 令和 年

他工事との取合い 図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

山砂の類○根切り土の中の良質土●
山砂の類（ただし、コンクリート管の周囲は根切り土の良質土）

(２)　埋戻し土及び盛土
(１)　管周囲の保護

制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。○

11.0 15.0 18.5 22.0 30.0 37.0 45.0
94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

電動機出力[kW]
規約効率[％]

0.4
○ インバータ装置の

規約効率
三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5
86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

電動機出力[kW]
規約効率[％]

備考１) 規約効率は、JEM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。
　　２) 規約効率はJIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、IP4X、６極、50Hz
　　　　の電動機を駆動した時の値とする。

受信調査 標準仕様書の受信調査を行う。(チャンネル数　　　　)□□

動力設備

(２)　振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

機器取付け高さ 図面に特記なき場合は、表２「機器取付け高さ」による。

接地極の種別及び 図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。
位置情報

フラッシュプレート ○ 金属製(ステンレス、新金属含む)

ンカーボルトのナットにはナットキャップ(樹脂製)を取付ける。
支持金物・固定金具

厚鋼電線管○

合成樹脂製可とう管 合成樹脂製可とう管はPF管(一重管)とし、温度による分類はタイプ－25とする。

電線本数、管路等 分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、監督職員の承諾を受
けて、変更してもさしつかえない。

○ ○ アルミ製○ フロアプレート (水平調整付プレート(空転防止リング付)とする。)鋼合金製

(１)　屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物(ボルト類)はステンレス類(SUS304)とし、屋外機器のア

○ 外部に面する壁、天井で建築工事でPF板(スタイロホーム等)打ち込み箇所に取付ける位置ボックス等は、保保温、結露防止
温、結露防止の措置を行う。

○ 発電機回路用 発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。
コンセント

呼び線

タンブラスイッチ

OAフロア用 ○ ○アルミ製 樹脂製
配線器具の蓋

○

○ ハーネスジョイント用 特記の無いハーネスジョイント用OAタップは次の仕様とする。
OAタップ 2P15A(接地極抜止型)×４口、コード３ｍ、マグネット付、通電表示灯付

○ 埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合(PF22)を１本、５個以上
の場合(PF22)を２本、天井まで立上げる。

○○ 分電盤

屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち、特記のないものは「内外面溶融亜鉛めっき(めっき付
着量300g/㎡以上)」仕上げとする。

LED照明器具

照度測定試験 一般照明の照度測定箇所は、以下によるものとし監督職員に報告する。

照度測定
(非常用の照明装置)

リモコンリレー
ターミナルユニット付○

（計　　　枚）便所 ○
度身体を動かしてください。」

文字：印刷文字(黒及び赤)材質：アクリル板
照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

プレート
人感センサー用

寸法：Ｗ=180㎜程度、Ｈ=50㎜程度
参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きが無ければ消灯しますので、その際は再

注意プレート設置室：

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原則として点滅系統内の第1照明器

LED照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(LN)」とする。

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形の1Pサイズ(100V2P1E、200V2P2E)とする。

ＥD

水槽類にはオイルタンクを含む。
　　中間層とは地下階及び１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

Ａ種

ただし、重量１kN以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する場合はこの限りではない。

ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)

●

●

● ●

●

２

１ １
要 ○ 不要 要の場合、ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙも提出(２部)

①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、ア
セトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

長さ１ｍ以上の入線しない管路には、1.2㎜以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

設備機器の固定は次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置（常時インバータ給電方式（簡易型）を除く。）

監視カメラ装置
中央監視制御（監視制御装置）

工事種別

く、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和５年２月閣議決定)」による特定調達品目の判

電線・ケーブル

ケーブルの種類○ EM-高圧架橋ポリエチレンケーブルは、JCS C 4395「6600V架橋ポリエチレンケーブル（3層押出型）」
によるものとする。

300
1,500(上限1,900以下)

1,500(上限1,900以下)

ＥＢ(Ｄ=14又はＷ=40)
ＥＢ(Ｄ=10又はＷ=30)

建築住宅課営繕室制定)及び国土交通大臣官房官庁制定の下記仕様書の内、●印がついたものを適用する。

公共建築工事積算基準 (平成28年版￥)
(令和６年版￥)
(令和６年版￥)
(令和５年版￥)

本工事は契約後VE方式対象工事とする。契約後VE
VE工事内容は監督員と協議を行った上、提案を行う事とする。

電子納品 本工事は電子納品対象とし、対象書類は工事完成図(及び工事写真)とする。○

遠隔臨場○

○

本工事は遠隔臨場の対象工事とする。

本工事は情報共有システム利用の対象工事とする。情報共有システム

工事内容

１階 新築

● 新設一式

●

●

●

● ●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

１
●

１
●
１ １

●

１

●

●

●
●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

● （計　　２枚）

●

●

非常用の照明装置の照度測定箇所は工事全体で計５箇所以上とし、監督職員に報告する。

●

●

●

●

鉄屑 ﾃﾞｨｽﾎﾟﾃｯｸ株式会社　山形県鶴岡市柳久瀬武良免1-10（*km)●

●
●
●

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和７年版￥)

(１)  図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、全て「営繕工事共通特記仕様書(令和７年版￥)」(山形県県土整備部

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和７年版￥)
公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和７年版￥)

〇

●

（A1）NON

（A3）NON
Ｅ-01

鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事
                　電気設備工事　特記仕様書

山形県鶴岡市泉町５-５７、５－１４０

37.66 －軽量鉄骨造診療所棟

診療所棟

〇

〇

〇

〇

新設一式
駐車場（屋外）

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

●

〇

〇

〇

● ●

〇

１ １

〇

〇

樹脂製

ネーム付とする。

〇

〇

・明るさセンサが設置されている部屋は、センサ１個につき＊ヶ所以上

〇 〇

・診療所棟及び駐車場の整備に伴う電気設備を行う。

特 記 仕 様 書

総合保健福祉センター
新設一式

・明るさセンサが設置されない部屋は、工事全体で計２０箇所以上

〇

・電源は、「総合保健福祉センター」電気室より天井内隠蔽配線（既設ﾗｯｸ）ﾒﾝﾃﾅｽﾊﾞﾙｺﾆｰは、
　露出配管配線（新設）し駐車場に新設の受電柱まで架空配線（新設）し、引込分電盤（新設）
　を取付電灯設備幹線とする。

・診療所棟には、照明・ｺﾝｾﾝﾄ及びｴｱｺﾝへの給電を行う。
・「総合保健福祉センター」内区画貫通処理は既設を使用し、補修ととする。

・詳細は設計図による。

・駐車場には、4基の街灯を設置する。1基は診療所棟からの給電とする。
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配置図　S=1：500

用途地域

容 積 率

建ぺい率

最高軒高

最高高さ

延床面積

建築面積

1,903.64 ㎡

診療所 車寄せ 計（㎡）

62.53

62.53

25.67

25.67

88.20

88.20

用途地域：第２種住居専用地域

建ぺい率：

容 積 率：

準防火地域

山形県鶴岡市泉町5-57、5-140

医療施設（診療所）

防火地域

地名地番

主要用途

60.00

200.00

％

％

70.00 (角地緩和)

面積表

敷地面積

4.64

高さ制限：第１種高度地区(１５ｍ)

3.71
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以降街灯へ　別図参照

F3

2F3

F3

F2

F3

F2

2F3

F2

F3

F3

F3

F3

F22F3

1

2

5

6

F3 L-1より

3

L-1

　2F3

　F2
　F3

EM-EEF 1.6mm-2c
EM-EEF 1.6mm-3c
EM-EEF 2.0mm-3c

凡　例

 L 1P 15A×1＋1PL 15A×1（H:1300)
　換気扇用
　2
　ｴｱｺﾝ用

125V 2P 15A×1
125V 2P 15A×2（H:300）

A 自動点滅器　AC100V 3A（埋込型）

SS-V 150×150×100（樹脂製）

診療棟平面図

以降別図参照

分岐開閉器分電盤名称 操作盤名称 主開閉器 回路 電圧
負荷名称

電気方式 結線方法 番号 (V) (  )P  AF/ATｷｬﾋﾞﾈｯﾄ形状 MCCB ELCB

種  別 常用回路
電気

相  線
200V方式

電  圧

負荷容量（kVA)

主幹 定格電流

幹線ｻｲｽﾞ

備考

回路No.

１

２

３

４

５

６

７

８

100

100

100

100

○

○

○

○

○

○

○

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

2P  30/20

備　考Ry負荷容量（VA)

AC 1φ 3W1φ3W

○

露出・壁掛型　鋼板製　標準色

E:5.5sq

L-1

200/100V

電灯分電盤単線結線図

L-1（診療棟事務室）

22sq　ｹｰﾌﾞﾙ引込み：上部・下部 EM-CET 22sq

予　備

予　備

ﾀｲﾏｰ、点滅器での点灯回路街灯

診察室

事務室

予　備

診療室ｴｱｺﾝ

事務室ｴｱｺﾝ

200

1600.0

1600.0

1500.0

1500.0

R-N

T-N

R-T

1500.0

1500.0

合計

○

○

MCCB 3P 100/75AT
100AF/75A

分電盤名称 盤名称 主開閉器 回路 電圧
電気方式 結線方法 番号 (V)ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ形状

種  別 常用回路
電気

相  線
200V方式

電  圧

負荷容量（kVA)

主幹 定格電流

幹線ｻｲｽﾞ

備考

AC 1φ 3W1φ3W

E:5.5sq

200/100V

EM-CET 22sq

MCCB 3P 100/100AT

38sq　ｹｰﾌﾞﾙ引込み：下部

100AF/100A

１

２

100/200

分岐開閉器 操作
負荷名称

(  )P  AF/ATMCCB ELCB 回路No.
備　考Ry負荷容量（VA)

診察棟

街灯2P  30/20

3P 100/75

○

○

ﾀｲﾏｰ、点滅器での点灯回路100

合計

引込開閉器盤

L-0（駐車場引込柱））

100.0

3300.0

6300.0

6300.0

300.0

6600.0

商用：6.60

商用：6.30VA

　・分岐ブレーカーはハーフサイズブレーカーとする。
　・街灯回路は自動点滅器・ﾀｲﾏｰ(停電補償)にて制御
　　　　接触器等・ﾀｲﾏｰ機器、回路組込み(点滅器点灯信号)

　・街灯回路は自動点滅器・ﾀｲﾏｰ(停電補償)にて制御
　　　　接触器等・ﾀｲﾏｰ機器、回路組込み(点滅器点灯信号)
　・自動点滅器は、筐体側面に取付

Ａ ＬＥＤ街路灯エバーライト１４０形相当 Ｂ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

　ＮＮＹ２２６９４ＬＥ９＋ＤＹＤＸ２３０９Ｈ相当品

受電柱廻り参考図　S:NON

コンクリート柱　８－１４－２００

亜鉛めっき銅より線　３８ □

6,
60

0

引込開閉器盤

30
0

1,
40

0
10

0

▽ＧＬ

１００２００Ｖ５０Hz
1φ３Ｗ

支線

コンクリート根かせ

接地：第Ｄ種接地
１４φ×１５００
アース棒

ステーブロック　６００×３００

支線ガード

ステーブロック用ロッド
60

0以
上

電線管　HIVE16 電線管　HIVE28×2

電線管　ＦＥＰ５０、ＦＥＰ３０×２

1,
80

0

落下防止ワイヤー付
上方光束比５～１５％、耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ

光束９１００ｌｍ、消費電力９８Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、光束維持時間６万時間

（光束維持率７０％）
本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）
グローブ：ポリカーボネート（透明）
天板：アルミ（ミディアムグレーメタリック）

電源装置はライトバー側に内蔵

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

L-0

分引込装柱図　電盤単線結線図　照明器具姿図　診療棟平面図

診察室
B-2

事務室
B-2

Ｅ-03

電線管　HIVE42

電線管　ＨＩＶＥ３６

EM-IE 5.5sq

露出・壁掛防水型　SUS製　標準色

屋外配管掘削参考図

埋戻し（良質発生土）
標識シート

ＧＬ

60
0

75
0

15
0

電線管　（ＦＥＰ）

埋設表示杭

80

ＧＬ

30
0

（コンクリート製）

電力用は矢印赤色とする

750

鉄ふた

砕石

1,
00
0

H1-6
ハンドホール　

1,800

ハンドホール設置図 (参考図)

ＧＬ

R8K.60

2F3

EM-CET22sq

250V 2P 15・20A兼用 ET付（天井高 -500）

EM-CET22sq
E:5.5sqF2

F3

F2

EM-CE 3.5sq-2c

100

100

100

　ＸＬＸ４５０ＡＨＮＬＥ９相当品

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
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付記 令和 年 月 日 図面番号
㈱ 新穂建築設計事務所 鶴岡市本町１丁目8-17 TEL0235-24-1515
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

太　田　泰　司１級建築士（151570）
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ステージ上部
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ルーフ

倉庫

サロン

職員休憩室（男）

倉庫

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ 給湯室

清掃庫

相談室

なかよし広場

トイレ

授乳室

踏込

廊下4

事務室

SS 北階段

北エコウェル
上部吹抜

廊下2

SS SS

ＥＶ2 ＥＶ1

中央エコウェル
上部吹抜

SS SS

南エコウェル
上部吹抜

南階段 幼児ルーム
SS

Y12 Y11 Y10 Y9 Y8 Y7 Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 900

59400

X7

X6

X5

X4

X3

X2

X1

63
00

54
00

54
00

54
00

63
00

36
00

16
20

0

幹線設備　平面図　（にこふる２階）

中央ラウンジ

子ども家庭支援センター事務室

自販機

電気室

No.1
電灯MCCB盤

西ラウンジ

50

45 46

55 57

46

診療所車寄せ

新設電柱

      鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事

予備回路使用
既設MCCB3P100/100AT

EM-CET 38sq

DV用引込金物

DV 38sq-3R

既設区画貫通処理
改修 EM-CET 38sq

以降別図参照

Ｅ-04

外壁穴明け
壁：φ75 100程度

SS-V 300x300x200 WP

（A1）1：100

（A3）1：200

EM-CET 38sq（PF36）露出
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14.07

EM-CET 22sq　 （FEP 50）GL-750

付記 令和 年 月 日 図面番号
㈱ 新穂建築設計事務所 鶴岡市本町１丁目8-17 TEL0235-24-1515

Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．
太　田　泰　司１級建築士（151570）

（A1）1：100

（A3）1：200
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電灯設備　外構照明　平面図

アスファルト舗装
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46

47

48

Ｎ エントランスポーチ

駐輪場（8台）

鶴岡市総合保健福祉センター（にこふる）

Ｊ

26
,7
21

サイドパネル

車寄せ
床：土間コンクリート

（±0=ＧＬ）

メッシュフェンスH1200

L

+280（14.23）

+120（14.07）

以降別図参照

L-0

A

A

A

A

      鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事

新設電柱

EM-CE 3.5sq-2c（FEP 30）GL-750

EM-CE 3.5sq-2c（FEP 30）GL-750

EM-CE 3.5sq-2c（FEP 30）GL-750

ED

ED

ED

ED

ED

EM-CE 5.5sq-2c（FEP 30）GL-750

DV 38sq-3R

Ｅ-05

H1-6 R8K-60

3.5sq

3.5sq

3.5sq

3.5sq

H1-6 R8K-60

H1-6 R8K-60

診察室
診療所棟

診察室

屋外機

屋外機

SS-V:300x300x300

ED

5.5sq

EM-CET 22sq（FEP 50）GL-750

以降別図参照
SS-V:200x200x150

以降別図参照

駐車場

3,000

52

51

50

53

54

55

56
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付記 令和 年 月 日 図面番号
㈱ 新穂建築設計事務所 鶴岡市本町１丁目8-17 TEL0235-24-1515
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

太　田　泰　司１級建築士（151570）
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φ150

屋外機

5,618

3,9293,929 5,671

診察室
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屋外機
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         鶴岡市総合保健福祉センター駐車場等工事
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既存門
既存メッシュフェンス

既存Ｌ型側溝

既存門

0.
4％

+260(14.14)
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屋根ライン（破線）
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街灯

L

既設メーターボックス移設　40φ止水栓移設

既設散水栓、ボックス移設

既設散水栓、ボックス

既設メーターボックス　40φ止水栓

40PP

40PP接続

150VU

公共桝200φ×900H　塩ビ蓋

既設75A制水弁

既設75A制水弁

既設メーターボックス　40φ止水栓

ACR
1

ACR
1

既設公共桝

機器仕様

ルームエアコン

機器名称
電気容量

台数 参考品番
φ Ｖ KW

型　式　　壁掛形　寒冷地仕様　冷媒ガスR32

能　力　　冷房：4.0（0.8～4.8）KW　暖房：6.0（0.8～10.1）KW

1 200 1.6 2 MSZ-KXV4025S

記号

ACR-1

空調機器表

機械設備平面図

附属品　　リモコン（ホルダー共）　壁掛形屋外機架台（溶融亜鉛メッキ）

冷媒管 φ6.35/φ9.52　内外連絡線 EM-EEF2.0-3C　屋外化粧カバー SD-77

450

70
0

10
0

30
0

30
0

40PP
山砂

良質発生土

給水配管埋設断面図　S＝1/20

既設RC公共桝500□撤去

75HPPE

75HPPE

4,400

Ｍ-01


